
おわりに 

いい川・いい川づくりの共有化と概念化 

 

  「いい川」とはなにか？  

  これまで多くの人たちと川について話し合ってきた。その感想を率直に述べれば、

ほとんどの人が、自分なりの「いい川」のイメージをもっている、そして視点や語

り方は各自各様であるがイメージする内容（コンテンツ）はそれほど違っていない、

というのが実感である。  

 ところで、これまで「いい川」の概念が社会的通念として規定され、さらに基準

化、政策化されたことは一度もなかった。そのことが、コンクリート化された川を

いい川と勘違いする錯覚や、現代の川争いを生じさせる一因ともなっている。  

 概念化等されなかった背景には、一つは、心ではいいものと想いながらも口では

「つまらないものですが…」といってしまう日本人の気質と関連していよう。二つ

は、従来の川づくりにおいては「川づくり＝工事」の河川観が強く技術論が先行し、

ホリスティック（全包括的）な「いい川」とは何かの議論が軽視されるとともに、

土木外、専門外からの発言を素人の口出しとして耳を傾けない風潮のあったことで

ある。三つは、何よりも川や川づくりついて、行政と市民間に合意形成の場がなく、

共有化されなかったことであろう。  

 川づくりをめぐる不幸な対立を回避し、よりよい川づくりを行っていくには、何

よりもまず多くの人が内面でもっている「いい川」のイメージの共有化と概念化が

求められよう。その場づくり（デザイン）が、「川の日」ワークショップの大きな

目的でもある。  

  ３回を通しての感想を述べれば、何よりも第１は、治水、環境、生態といった枠

を越えて福祉、まちづくり、原風景、子ども、川の活性化、パートナーシップ、参

加等々、毎年次から次ぎへとキーワードが生まれ、まさにホリスティックな川づく

りの胎動を感じることである。第２は、「いい川」と「いい川づくり」の境界領域

が増えてきていることに端的にみられるように、内容（コンテンツ）とともに過程

（プロセス）を大切にした川づくり、あるいは脱工事や工事跡の見えない川づくり

などの広がりである。「いい川」とは何かの概念化ももう間近という感じがしてい

る。  

  なお未登場の分野に、○○川の味（鮎、鰻、もくずがに、手長エビ…）は日本一、

あるいは維持管理における工夫やエントロピーの低い川づくりなどまだたくさん有

りそうな気がする。  

 第４回を楽しみにしています。  

 

                                     「川の日」ワークショップ実行委員長  

                                      森   清和（全国水環境交流会代表幹事）  



●第１回「川の日」ワークショップ（１９９８年７月５日）グランプリ  
・ 私の名流・名川部門： 

球磨川（熊本県）「川は山から海まで森羅万象すべてをつなぎとめる川づくりで賞」 
・ みんなに愛されるいい川づくり部門： 

八東川（鳥取県）「やわらかい住民参加により創造的川づくりで賞」 
●第２回「川の日」ワークショップ（１９９９年７月３日・４日）グランプリ 
・ Ａ“いい川”部門： 

通船川（新潟県）「人々の意思と楽しさとトキを花筏にのせて、夢の船が通るで賞」 
・ Ｂ“いい川づくり”部門 

城原川（佐賀県）「草堰（くさぜき）の原風景を再現するワザとチエを束ねつつ、みえぬ生命
への想像力をかきたてたで賞」 

 
 

第３回「川の日」ワークショップ実行委員会 

●実行委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 構成団体：全国水環境交流会，ＮＰＯ法人 自然環境復元協会，社団法人 日本河川協会 

● 事務局：全国水環境交流会 山道 省三 

 

＊第３回「川の日」ワークショップは「河川整備基金」の助成を受けて行われました。 

 

２００１年３月発行 

第３回「川の日」ワークショップ実行委員会 

 

事務局：〒１５０－０００１  

東京都渋谷区神宮前１－１０－３４－５０１ 

山道アトリエ内 

℡03-3408-2466 

「川の日」ワークショップホームページ 

http://homepage2.nifty.com/icas/kawanohi/index.htm 
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